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(57)【要約】
　クリップ（３）がその上を移動し、それらのピッチを
調整するためのポイントで互いに近付く第１のレール（
１）と、関節式に連結されたキャリッジ（５）が、それ
ぞれ２つの連続したクリップ（３）と共に歯付きの駆動
ホイール（６）によって駆動されるチェーンとしてその
上で移動する第２のレール（２）とをそれぞれが有する
２つのトラックを含むフィルムを延伸するための機械に
おいて、クリップ（３）のピッチを調整するポイントを
割り出すためのホイール（８）を特徴とする機械。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クリップ（３）がその上を移動し、それらのピッチを調整するためのポイントで互いに
近付く第１のレール（１）と、関節式に連結されたキャリッジ（５）がそれぞれ２つの連
続したクリップ（３）と共に歯付きの駆動ホイール（６）によって駆動されるチェーンと
してその上で移動する第２のレール（２）とをそれぞれが有する２つのトラックを含み、
前記クリップ（３）の前記ピッチ調整ポイントを割り出すための機構を有するフィルムを
延伸するための機械において、前記割り出し機構は、一方では、前記チェーンの移動方向
の下流に配置され、前記駆動ホイール（６）と同じ周速度で駆動される歯付きの割り出し
ホイール（８）によって、他方では、前記キャリッジに対応する前記チェーンの前記移動
方向のさらに下流の前記クリップが前記クリップの前記ピッチを調整するためのポイント
に位置するときに、前記割り出しホイール（８）の歯の間隙に入る前記キャリッジのロー
ラ（５）によって形成されることを特徴とする機械。
【請求項２】
　２つの歯付きの割り出しホイールを有すること、および前記レールに垂直な前記２つの
ホイールの直径は同一直線上にあることを特徴とする請求項１に記載のフィルムを延伸す
るための機械。
【請求項３】
　２つの歯付きの割り出しホイールを有すること、および前記２つの歯付きの割り出しホ
イールは、前記チェーンの前記移動方向に互いにオフセットされることを特徴とする請求
項２に記載のフィルムを延伸するための機械。
【請求項４】
　前記歯付きの割り出しホイールは少なくとも８つの歯を有することを特徴とする請求項
１乃至３のいずれか一項に記載のフィルムを延伸するための機械。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フィルムまたはシート、特にプラスチック材料で作られたフィルムを延伸す
るための機械に関し、より詳細には、フィルムを同時に延伸するこの種の機械に関する。
本発明は、特に同時角度延伸（simultaneous angular stretching）に適用される。予熱
されたプラスチック材料が、延伸されるフィルムにおいて、たとえば４５°または１３５
°など９０°以外の延伸角度で長手方向と横方向に同時に延伸される。
【背景技術】
【０００２】
　同時角度延伸は、２つのトラックを含む機械によって行われる。各トラックは、クリッ
プがその上を移動し、それらのピッチを調整するためのポイントで近付く第１のレールを
有する。各トラックは、関節式に連結されたキャリッジを歯付きの駆動ホイールによって
駆動されるチェーンとしてその上で移動させる、第２のレールを含む。各キャリッジは、
クリップのピッチ、すなわちトラックに沿ったそれらの相互距離を調整するように、２つ
の連続したクリップにそれぞれ関節式に連結される。この種の延伸機は、たとえば特許文
献１に開示されている。
【０００３】
　技術的な問題が、この種の機械の製造に影響を及ぼす。製造中、フィルムの視覚特性の
変化が認められている。これは、フィルムの裂けを引き起こすことがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】仏国特許第２８４９８０１号明細書
【特許文献２】米国特許第３１４８４０９Ａ号明細書
【特許文献３】米国特許第３４９１４０２Ａ号明細書
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【特許文献４】米国特許第３０１４２３４Ａ号明細書
【特許文献５】米国特許第３０１４２３９Ａ号明細書
【特許文献６】仏国特許第２６８６０４１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、主にこれまでに示したタイプのプラスチック材料で作られたフィルムを延伸
するための機械に関するこれらの不都合を克服する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によれば、一方では、チェーンの駆動ホイールの移動方向の下流に配置され、駆
動ホイールと同じ周速度で駆動される歯付きの割り出しホイールによって、他方では、キ
ャリッジに対応するチェーンの移動方向のさらに下流のクリップがクリップのピッチ調整
ポイントに位置するときに、割り出しホイールの歯の間隙に入るキャリッジのローラによ
って、クリップのピッチの調整ポイントを割り出すための機構が形成される。
【０００７】
　ここで、角度延伸によってクリップに対する角方向の力の成分が生成され、それが延伸
ポイントの上流の、被駆動側のクリップのピッチ調整ポイントまで達する（wind up）こ
とが理解される。クリップのピッチが変化し、経時的に延伸角度の変動があり、その結果
、フィルムの視覚特性が変化し、時折それが裂ける。割り出し機構が延伸時にクリップに
加えられる力に鈍感であり、特に機械の残りの部分と独立に、すなわち、割り出しの実施
から離れた機械の他の部分に機械的に接続されていない付加された部分によって形成され
ていれば、クリップのピッチ調整ポイントを割り出すための機構によって前記悪影響が完
全に修正される。
【０００８】
　ピッチは一定に保持され、この調整は、フィルムの延伸領域の外で実施される。特許文
献２では、各クリップに連結されたチェーンローラがフィルム側の歯付きホイールの歯の
間隙に入ることには言及されていない。特許文献３では、図８および９が、２つの歯付き
ホイールの間のクリップのピッチの状態の変化を明示している。第１のポイントにおいて
クリップのピッチは最大であり、第２のポイントにおいてクリップのピッチは最小である
。第１のポイントのホイールは、クリップのピッチの割り出しという特定の機能を有して
いないが、その理由は、前記ホイールの上流のクリップが最大ピッチに達しているためで
ある。
【０００９】
　（第１のポイントの）前記ホイールは、２つのホイール（チェーン）の間の決められた
関係を用いて、クリップのそれらが完全に開いた状態と完全に閉じた状態（第２のポイン
トのホイール）との間の動きを分離する機能を負う。第１のポイントのホイールは、クリ
ップのピッチを割り出す中間的な機能を有していない。フィルムのクリッピングの要素を
伴わない端部のクリップのピッチ以外の、中間のクリップのピッチの選択に関する説明は
ない。さらに、ホイール（第２のポイント）に対する動作の間、第１のポイントのホイー
ルの速度の変動を調整することができない。
【００１０】
　本発明によれば、歯付きホイールの基本直径に対するクリップの存在に関連付けられた
精度によって、フィルムのクリッピングの間、クリップのピッチの正確な制御が決まるが
、特許文献３には、フィルムのクリッピングの柔軟な調整に関する説明はない。
【００１１】
　特許文献４では、延伸オーブンへの入口にあるフィルムを巻き取る領域とフィルムの延
伸領域との間でのクリップの取扱いは議論されていないが、その理由は、この特許がフィ
ルムを延伸する原理のみを記載し、そのクリッピングについては記載していないためであ
る。特許文献５に記載される機械と比較した本発明の利点は：
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【００１２】
　－　フィルムのクリッピング中のクリップのピッチの精度を高めたことによる、フィル
ムの製造の精度である。フィルムはクリップされ、クリップは、常に同期ホイールに対し
て割り出される。延伸領域から始まるフィルムの可能な角度延伸から逸脱することなく、
最初の一定のクリップのピッチが考慮される。
【００１３】
　延伸されたフィルムの品質は主に、フィルムの特性の品質および細目（quality and re
spect）を実現する延伸の精度に依存する。このため、クリッピングの精度は、フィルム
の横方向および長手方向の延伸に対して特に重要である。
【００１４】
　この以前の文書のクリップのピッチの割り出しは、各クリップに装備された指標（digi
t）により形成されるデバイスによって実施され、各クリップは、可変ピッチを有するね
じに関連付けられる。１つの延伸領域のみに適合された前記デバイスは、製造ラインに適
合させることができない。そうしたデバイスでは、製造中のクリップのピッチの変動のパ
ラメータ化は不可能である。
【００１５】
　－　クリップの分解時に迅速に交換することができる小型のホイールによって、クリッ
プのピッチを変化させる速度。したがって、パラメータを変化させるのに必要な時間を短
縮するために、クリップのピッチに対応する歯付きホイールの範囲を得ることができる。
【００１６】
　以前の文書におけるクリップのピッチの変更には、クリップの完全な分解、ならびに可
変ピッチを有するねじの分解が必要である。
【００１７】
　一般に、本発明によれば、レールは垂直であり、キャリッジのローラは垂直軸上にある
。ローラは、特に外側レールに対して回転するローラである。歯付きの割り出しホイール
は、歯付きの駆動ホイールと同様に垂直軸を有する。機械は、２つの歯付きの駆動ホイー
ルおよび２つの歯付きの割り出しホイールを有する。チェーンの移動方向に垂直な割り出
しホイールの直径は、一列に並べられる。一実施形態によれば、クリップのピッチの変更
を可能にするために、割り出しホイールを取り付けるためのデバイスが提供され、所与の
直径を有する割り出しホイールを別の直径の割り出しホイールと交換することを可能にす
る。
【００１８】
　一実施形態によれば、機械のフレーム上に決められた形で、クリップを近付けるための
傾斜部がクリップのピッチ調整ポイントに取り付けられる。
【００１９】
　レールに垂直な２つの割り出しホイールの直径は、同一直線上とすることができるが、
それらはチェーンの移動方向に互いにオフセットすることもできる。
【００２０】
　好ましくは、割り出しホイールは、少なくとも８つの歯を有する。かなりの数の歯によ
って、単位時間あたりのクリップをさらに調整し、クリップのピッチをより簡単に調整す
ることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明による機械の一部の平面図である。
【図２】割り出しホイールの平面図である。
【図３】図１に応じた変形形態の図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明によるフィルムを延伸するための機械は、２つのトラックが内部で動く、温度制
御された筐体を有する。各トラックは、第１の内側レール１および第２の外側レール２を
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有し、それらは互いに平行であるか、分岐しているか、または近付き合う。レール１およ
び２は継ぎ目がない。第１のレールの上では、多数のクリップ３が移動し、クリップを近
付けるための固定された傾斜部４より下のピッチを調整するためのポイントに近付く。延
伸されるフィルムは、クリップ３によって２つの相対する縁部に保持されるが、クリップ
３は、特許文献６に記載されたものとすることができる。第２のレール２の上では、キャ
リッジ５が動く。キャリッジ５は、２つのリンク７について２つの連続するクリップ３と
共に、ピッチ調整ポイントの上流に配置された歯付きホイール６によって駆動されるチェ
ーンとして関節式に連結され、２つのリンク間の角度が変えられると、クリップ３のピッ
チ、すなわちそれらの相互の間隔を調整するようになっている。キャリッジ５は外側レー
ル２に対して垂直なローラ上を動く。
【００２３】
　本発明によれば、クリップ３のピッチ調整ポイントのための割り出し手段として、歯付
きの割り出しホイール８が提供され、チェーン、すなわちホイール６の移動方向の下流に
配置され、ホイール６と同じ周速度で駆動され、キャリッジ５に対応するチェーンの移動
方向のさらに下流のクリップ３がピッチ調整ポイントに位置するとき、キャリッジ５の垂
直なローラが、ホイール８の歯の間隙に入る。したがって、速度について制御されるホイ
ール８は、フィルムの角度延伸の結果として下流に生成される圧力の影響を排除しない。
クリップのピッチは、機械の動作時間を通じて変わらない。
【００２４】
　図２は、９０から１６０ｍｍのクリップのピッチの変動に適合させることが可能な割り
出しホイールの平面図である（歯の間隙１２によって隔てられた歯１１を有するホイール
１０の例）。
【００２５】
　図３は、２つの割り出しホイールが右の方向Ｄ、Ｄ’にオフセットされた、本発明によ
る概略図であり、一方、図１では、方向Ｄ、Ｄ’に垂直なこれらのホイールの直径が一列
に並べられている。



(6) JP 2017-507806 A 2017.3.23

【図１】 【図２】

【図３】



(7) JP 2017-507806 A 2017.3.23

10

20

30

40

【国際調査報告】
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